
令和 6 年度　第 2 回広報広聴検討会議 

 

 

 

会議内容 
 
①広報広聴活動全般について（広報誌、ラジオ、SNS など） 

②広報誌リニューアルについて 

 

 

議事録 
 
●企画環境課参事あいさつ 
 
●広報広聴活動全般について、広報広聴係より説明 
 
【意見内容】 
 
　広報誌について 
 
　・（委員）広報誌と配られる回覧版のチラシが多いことはずっと言っている。自分が興味

ないチラシでもいらないとは言えない。本来、紙面に入れるべき内容もあるのではな

いか。ネットで見られるようにするということで、紙での配布が必要ならば戻せばい

いし、配布方法の変更を検討してもらえるといい。 

　・（委員）重要度が高い内容のものは、チラシでいれてもいいと思う。回覧版を頼りにし

ている人こそ、ネットが使いづらいこともある。 

　・（委員）前回の会議でも、チラシの折り込みの時間や人手など問題があると話が出てい

た。広報誌に広告を入れるなどして、収益をもらう構図にして、手当にするといいの

ではないか。明らかに企業宣伝になるものは入れない、などする必要はある。ニセコ

まちでは、都市 OS という取り組みを始める。町内会を新たに立ち上げたので、広報誌

の配付などに役立てられるよう実証をする。 

　・（委員）北栄 2町内会の行政推進員をしているが、年間で 2万円くらい、手間賃をもら

っていて、無償でやっているわけではない。その代わりに選挙公報なども配布してい

る。 

　・（委員）毎回言っているが、広報誌が全戸配布されないのはおかしい。税金を払ってい

るのだから、均等に配られるべきである。 

　・（委員）企業協賛は面白いと思う。 

　→（事務局）以前から、ホームページでバナー広告は募集していたが、令和 7年度から

は広報誌に広告枠を設けることを検討している。 

　・（委員）どのような広告を載せるか、基準をしっかりしなければ、紙面が荒れるので気
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を付けたほうがいい。 

　・（委員）広告を入れることとした経緯は何か。 

　→（事務局）6月議会で一般質問があったことで検討を始めた。 

　・（委員）広告の収益によって、負担を減らしていけたらいいのではないか。 

 

　ホームページについて 

　・（委員）ホームページの検索機能が上がることはありがたい。 

　・（委員）見た目よりは中身を改修するイメージか。 

　→（事務局）検索機能をあげることや階層が深いので整えることをする。 

　・（委員）実用性が上がるといい。 

　→（事務局）今は階層が 5～6くらいあるページもあるので、3階層くらいに整理したい。 

 

　SNS について 

　・（委員）前回の会議でインスタの新しい企画の話が出ていたが、それについてはどうな

っているのか。 

　→（事務局）まだ開始できていない。細かいルール設定をしていく必要がある。 

　→（事務局）インスタについては、不定期に投稿するのではなく、コンスタントに投稿

していく体制を整えている。 

　・（委員）観光協会の SNS など、町のさまざまな機関がそれぞれに SNS を運用している。

たくさんあってどれを見たらいいか分からないので、まとめて、曜日ごとにどこがア

ップするなどしてはどうか。分散しているように見えるので、統一したほうがいい。 

　・（委員）外から見ると同じように見えるので、たくさんアカウントがあることに混乱す

る。 

　・（委員）インスタを始めたときのビジョンは何だったのか。運用の負担の大きさを感じ

る。負担が大きくなると楽しくなくなって続かない。それぞれの機関で協力してコラ

ボ投稿するなどすると、みんなの負担が減ることになる。何のためのアカウントなの

か、何で使い分けがされているのか、フォロワーは分かっていない。さまざまプラン

を練りながら実験して運用してみるといい。 

　・（委員）さまざまな媒体を運用しているが、フォロワー数が伸びない媒体は辞めて、別

の媒体に注力するなどしてもいいのではないか。 

　・（委員）スクラップしていくことも重要である。 

　・（委員）そうでないと、いつかは TikTok をやるなど、どんどん増えてしまう。 

 

　町民講座について 

　・（委員）テーマが固い。講座は学びの場ではないか。 

　・（委員）もともとノーネクタイという決まりがあって、各課の課長が説明して、町民に

投げかけるような講座だったと聞いた。今は話が煮詰まったうえで合意形成のプロセ

スで町民講座をしているように感じる。意見が固まる前に意見をもらうものではない

のか。説明会として実施するものもあるだろうし、町民講座のネーミングや役割の見

直しも必要ではないか。 

　・（委員）勉強が好きで、第 229 回の町民講座に参加した。分かる人には分かる話、分か

らない人には分からない話だと思った。町民講座を聞きに来るのは、もとから携わっ



ていた人だけではない。 

　→（事務局）町民講座で扱う内容に決まりがなく、あいまいな運用がされている。いろ

いろな人がいることを踏まえて、基本的なことは説明が必要である。 

　・（委員）令和 6年度は令和 5年度に比べて実施回数が減っているがなぜか。 

　→（事務局）令和 5 年度はさまざまな計画が作られた時期であったため、その説明とし

て町民講座の実施回数が多かった。 

　・（委員）チェアマンが居る必要がある。単発でやっても分からない人には分からない。

なぜこの内容でやるのかを説明するなど、ストーリーがあったほうがいい。 

　・（委員）コミュニケーション術の勉強会などもあるといい。 

　・（委員）町民が知りたいような内容、やりたい内容のものをやってくれたら楽しいと思

う。 

　・（委員）一度参加して楽しいと思えたら、また参加したいと思う。 

　・（委員）司会の人がいるだけで安心感がある。 

　・（委員）人が言葉で説明するものなので、媒体を通して伝えることよりも伝わるので、

運用を見直す価値はある。 

　・（委員）町民講座の内容を note にまとめてはどうか。連続性もあるし、二次利用でき

るといい。 

　・（委員）ニセコまちの物件の話など、聞きたい人は多いのではないか。また、直売会の

生い立ちから現在に至るまでの話など、知らない人も増えている。共通認識を深める

ような話もいい。一度行くと、習慣にもなる。 

 

　まちづくり懇談会について 

　・（委員）もっと人が来てほしいのか。 

　→（事務局）同じ人が来ることが多いので、いろいろな人が来るといい。 

　・（委員）あまり情報がない。 

　→（事務局）広報誌やチラシなどでお知らせしている。 

　・（委員）懇談会自体がどんなものか知ったら、参加する人は増えるのではないか。 

　・（委員）声の大きい人が来ているので、新しい人は行きにくいと思う。 

　・（委員）「町長に言いたいことありますか」など、キャッチコピーのようなものがある

と、場のイメージができる。 

　・（委員）管理職は全員が参加するのか。 

　→（事務局）全員ではない。 

　・（委員）管理職が多いと形式ばっている。まちづくり懇談会もノーネクタイでいいので

はないか。 

　 

　意見対応について 

　・（委員）ホームページへのお問い合わせで、営業が 108 件も来ているがそれに対応する

ことは大変ではないか。 

　・（委員）役場の電話番号が代表電話しかないことについて、一次問い合わせで振り分け

できるようにするとか、直通があるといい。 

　・（委員）今年、おばんです町長室やわたしの意見を利用した。 

　・（委員）こういった意見を受け付けてくれる場所があることや町長と話ができる、聞き



耳をもってもらえるということは、すごくいいことだと思う。この姿勢を広報してい

く必要がある。 

　・（委員）大切にしてほしい仕組みである。 

　・（委員）実際にはどんなことで利用したのか。 

　→（委員）開発などの関係で利用した。実際に町長に把握してもらいたくて直接話に行

った。また、町長からもできること、できないことを教えてもらえた。 

　・（委員）課題は何か。 

　→（事務局）それぞれの運用の違いがあいまいになってきている。 

　・（委員）特集でまちへの声の届け方を広報してはどうか。 

　→（事務局）広報広聴係として、広聴の部分をやっていないといわれるが、参加の仕方

が分からない人もいる。 

　・（委員）新しい人も増えてきているので、町民講座で話す機会があってもいい。 

　・（委員）視察でいらした人などに町長や副町長が話していることを話してもらってはど

うか。まちづくりのことなど、知らない町民もいるし、繰り返し伝えていく必要もあ

る。 

　・（委員）町史の講座もあると面白い。ニセコ町が注目を浴びるきっかけになったことな

ど、知って驚きも多いし、面白い。繰り返し話して、啓蒙していく必要がある。 

　・（委員）住民参加の方法を転入の時にチラシを配るなどして周知してはどうか。 

 

　コミュニティ FM について 

　・（委員）防災ラジオ配付の課題はなにか。 

　→（事務局）貸出率を上げられるよう、引き続き町民生活課と連携していきたい。 

 

 

●広報誌リニューアルについて、広報広聴係より説明 
 
【意見内容】 
 
　・（委員）リニューアルの意図は何か。 

　→（事務局）紙媒体でもデジタル媒体でも見やすいデザインを検討している。 

　・（委員）縦書きと横書きの混在は問題ない。縦書きが向いている文章、横書きが向いて

いる文章がある。有島記念館は文学的なので縦書きが向いているなど。横書きが多い

と縦書きしたものが効果的になるし、生きてくる。もう少し精査するといい。 

　・（委員）新聞では、ニュースは縦書き、コラムや物語は横書きされている。メリハリを

つけると読みやすくなるので、縦書きと横書きが混ざっていたほうが読みやすい。 

　・（委員）無理して入れている原稿があるならば割り振りを変えるなどして、減らしても

いいのではないか。 

　・（委員）テーマごとにページを分けるのはいい。ただ、せっかくまとめているのだから、

フォントとデザインをもう少し検討したほうがいい。 

　・（委員）3見開きみんなのページというのは意味がない。キャッチを変えたほうがいい。

それぞれのページに性格付けがあるといい。ページをめくることで場面が変る。ペー

ジをめくるリズム感があるので、話題が変わったメリハリが分かるといい。全員が全

てのページを見るわけではない。お気に入りのページを増やすように、アイコン的な



ことをもう一つブラッシュアップするといい。 

　・（委員）人それぞれに好みもあるし、慣れもある。 

　・（委員）カラーは、表紙と裏表紙だけで、そこを写真にするのもいいが、パッと目につ

く場所なので、例えばカレンダーやイベントなどよく見られるものがあるといい。ホ

ームページへの誘導や日々の情報、LINE への誘導などデジタルへの誘導を残したほう

がいい。 

　・（委員）紙面が変わると情報の見方も変わるし、読み手も変わってくるので、意図をも

ってリニューアルするといい。 

　・（委員）いつからリニューアルするか。 

　→（事務局）来年度早い段階で、でき次第リニューアルする。 

　・（事務局）まちの話題は、季節によって話題数が違ってくる。 

　→（委員）話題が多いときは note に掲載してもいいし、足りなかったら埋められるもの

を用意しておくといい。 

　・（委員）1歳の写真は無い月もあるので、裏表紙にするのはリスクもある。 

　・（委員）調整できるように、レイアウトの形をいくつか用意しておくといい。 

　・（委員）話題の数などに縛られないでいいと思う。 

　・（委員）あとは、印刷会社と調整していくといいのではないか。 

　・（事務局）印刷会社からは帯原稿を無くして、単独でページにしたほうがいいという意

見もあった。 

　→（委員）見ていて特に違和感はない。 

　・（委員）ページを埋めないといけないと思うと大変である。情報がびっちり入っている

必要もない。読みやすいレイアウトで、必要な情報があるといい。 

 

 

●その他 
 
【議題以外への意見】 
 
　・（委員）町の名刺はどうしているのか。 

　→（事務局）自腹で作成している。 

　・（委員）札幌市で市が負担することになって、そうした見直しがいろいろなところでさ

れている。名刺は情報発信の一つのツールであり、職務として渡すものであるから、

検討してもいいのではないか。 

 

 

●次回の検討会議 

　次年度実施とする。 


